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○ 人の移動情報の基盤整備及び交通計画への適用に関する取組み ＩＴセンター ････ 145

○ 道路基盤地図情報を用いた道路管理支援システムの開発 ＩＴセンター ････ 146

　3.2　技術基準の高度化

○ 建築関連の技術基準原案作成等の取組みについて 建 築 研 究 部 ････ 147

○ 都市の生活利便性を評価する「アクセシビリティ指標」の開発 都 市 研 究 部 ････ 148

○
作用・性能の経時変化を考慮した社会資本施設の管理水準の在り方に関する研究
～防波堤の戦略的な維持管理手法の構築に向けて～

港 湾 研 究 部 ････ 149

○ 超高力ボルトの道路橋への適用に関する研究 道 路 研 究 部 ････ 150

○ 東日本大震災時に道路橋に作用した津波の特性 危機センター ････ 151

　3.3　高度情報化の推進

○ ITSスポットと携帯電話網の連携による次世代協調ITSサービス ＩＴセンター ････ 152

○ 自動車技術を活用した路車間協調による渋滞対策 ＩＴセンター ････ 153

○ 大縮尺道路地図の整備・更新方法の確立に向けた官民連携の取り組み ＩＴセンター ････ 154

☆ CommonMP Ver1.3の公表 河 川 研 究 部 ････ 155

災害時のTEC-FORCE等専門家派遣・技術支援活動状況 156

台風26号による伊豆大島における土石流災害及び国総研TEC-FORCEによる技
術支援

危機センター ････ 158

台風18号による水害調査 危機センター ････ 160

平成25年9月2日に発生した竜巻による建築物等の被害調査について
危機センター
建 築 研 究 部
住 宅 研 究 部

････ 161

二ューヨークを襲ったハリケーン・サンディによる被害、対応の調査
危機センター
河 川 研 究 部

････ 162

フィリピン国台風30号被害に対する技術支援
河 川 研 究 部
危機センター

････ 163

フィリピン国ボホール島地震による道路橋の被災状況調査 危機センター ････ 164

主な災害時の現地指導等 165

国際研究活動について 166

主な国際会議開催 168

この1年の主な行事 170

国総研研究報告・資料・プロジェクト研究報告リスト 171

国総研の組織概要 173

アンケート
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所　　属 頁

企画部
企画課 156

国際研究推進室 166

管理調整部 技術情報課 78

下水道研究部
下水道研究室 43,69,72,73,81

下水処理研究室 94,96,97,98,108

河川研究部

河川研究室 36,37,63,67,74,82,106,163

海岸研究室 38,61,62,76,162

水循環研究室 56,58,68,107,155

大規模河川構造物研究室 75

道路研究部

道路研究室 91,92,124,144

道路構造物管理研究室 44,77,150

道路空間高度化研究室 84,85,86,87,90,125

道路環境研究室 104,105,110,112

緑化生態研究室 102,103,110,111,113,119

建築研究部

基準認証システム研究室 45,51,52,53,55,122,147,161

構造基準研究室 51,52,122

防火基準研究室 53

環境・設備基準研究室 45,88,99

住宅研究部

住宅計画研究室 65,120,121,123

住宅ストック高度化研究室 52,121,122,123

住環境計画研究室 65,100

住宅生産研究室 120,121,123,161

都市研究部

都市計画研究室 46,148

都市施設研究室 117,148

都市防災研究室 39,40,117,118

都市開発研究室 39,88,117,118

沿岸海洋・

防災研究部

海洋環境研究室 109

沿岸防災研究室 49

危機管理研究室 131

沿岸域システム研究室 48

港湾研究部

港湾計画研究室 78,127

港湾システム研究室 126

港湾施設研究室 49,149

港湾施工システム課 78

空港研究部

空港計画研究室 50,128,129,130

空港施設研究室 79

空港施工システム室 80

総合技術政策

研究センター

建設システム課 70,71,133,134,135

建設経済研究室 40,88,114,115,118

評価システム研究室 45,54,55

建設マネジメント技術研究室 136,137,138,139,143

高度情報化

研究センター

情報基盤研究室 101,116,140,141,142,145,146,154

高度道路交通システム研究室 83,93,132,152,153

危機管理技術

研究センター

砂防研究室 45,59,60,64,158,161,163

水害研究室 57,160,162

地震防災研究室 41,42,47,151,162,164

＜研究室索引＞

※部・センター付きの職員は所属部・センターの筆頭研究室等に記載。
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